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不況対策に関する請願
　因島の基幹産業であり、地域経済・社会に多大な影響力を持つ造船業の2014年問題（下請け事業者にとって
は2013年問題）が目前に迫り、今後、事業所の廃業・閉鎖、失業者の増大等激変の時代に突入することが憂慮
されます。造船関連各社は事業の存続及び雇用の維持に向け、赤字覚悟の受注にも踏み切らざるを得ない状況
にもかかわらず、それでもなお受注が厳しい状況に追い込まれており、血の滲む思いで対応努力をしていると
ころではありますが、民間のみの対応には限界があります。
　尾道市では造船産業の振興を図るべく尾道市造船産業振興ビジョンを策定し、中長期的な取り組みを始めて
いただいたところではございますが、まず喫緊の課題としての2014年問題を乗り越えなければなりません。
　つきましては、行財政非常に厳しきことは重々承知致しておりますが、廃業・閉鎖を最小限にとどめ、雇用
の確保を図るため、公共事業、補助金、緊急融資及び小規模事業者経営改善資金貸付等利子補給金交付制度の
継続並びに補給率アップ、遊休設備の固定資産税減免、ＩＴ関連事業創出のための光ファイバー等通信インフ
ラ整備、その他あらゆる手段を講じてくださいますよう議会の特段のご配慮をご請願いたします。

請願が採択されました請願が採択されました請願が採択されました
※請願は、市政に対する意見や要望等を市議会に提出するものです。議会では、請願の実情を調査するな
どして慎重に審議し、採択・不採択を決定します。議会で採択した請願は、執行機関に送付するなどし
てその実現に努めます。

●大規模地震や大規模かつ異常な自然災害に備えて、国民の生命・
財産を守るため、「防災・減災体制再構築推進基本法」を早期に制
定すること。

●患者数が特に少ない希少疾病用医薬品（ウルトラ・オーファンド
ラッグ）の開発を促進・支援するための法整備を行うこと。
●遠位型ミオパチーを初めとする希少疾病に関する研究事業のさら
なる充実強化と継続的な支援を行うこと。
●希少疾病用医薬品の早期承認と医療費補助を含む患者負担軽減の
ための措置を講ずること。

●少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、ＯＥＣＤ諸国並
みの豊かな教育環境を整備するため、30人以下学級とすること。
●教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負
担制度の堅持とともに国庫負担割合を２分の１に復元すること。

（要旨・要望事項）
意見書12月議会では、下記３件の

意見書を可決し、関係機関

に提出しました。

※意見書とは、市の公益に関するこ
とについて、議会としての意思を
意見としてまとめた文書で、国会
や関係行政庁に提出します。

防災・減災体制再構築推進
基本法（防災・減災ニュー
ディール基本法）の制定を
求める意見書

患者数が特に少ない希少
疾病用医薬品（ウルトラ・
オーファンドラッグ）の開
発促進・支援のための法
整備等を求める意見書

少人数学級の推進など定
数改善、義務教育費国庫
負担制度２分の１復元に
係る意見書


